
平成２０年度第１回平塚市美術館協議会会議録 

 
開催日時 
開催場所 
出席者 
 
 
傍聴者 

 
平成２０年１０月２８日（火）１４時～１５時０５分 
平塚市美術館 研修室 
委 員  山梨委員、滝波委員、田代委員、村上委員、朝野委員、小宮委員、野谷委員

事務局  金子教育長、栗原社会教育部長、草薙館長、鈴木副館長、小澤館長代理、 
端山学芸員、勝山学芸員、江口学芸員、野村主査 

なし 
 
会 議（次第に沿って進行） 
１ 開 会 鈴木副館長 
２ 教育長あいさつ 
３ 社会教育部長あいさつ 
４ 委員・職員自己紹介 
５ 議 題 
（１）平成２０年度上半期の報告について 
・下記の項目について事務局から説明を行った。 
① 展覧会－１０月までの実施状況 
② 教育普及事業－実施状況 
③ その他の事業－付帯施設の利用状況、ミュージアムコンサートの実施状況など 

（２）平成２０年度下半期の事業について 
下記の項目について事務局から説明を行った。 
① 展覧会－１１月以降の予定 
② 教育普及事業－今後の予定 
③ 施設管理－今後の予定など 

6 質疑応答 
 ・駐車場の利用の指導について 
（質疑）－市民アートギャラリーを利用するグループが、駐車場の開場時間前に来館し、道路

上で停車し、通行の迷惑になっていることがある。利用者に開場時間を周知してい

るのか？ 
（応答）－利用者の連絡者を通じてお願いをしている。 
・展覧会の広報について 
（委員）－市内の思いも寄らない場所でチラシやポスターを見かけることがあるが、ノウハウ

があるのか。 
（応答）－特にない。ポスター掲示については、各事業所の御好意に頼っているのが現状であ

る。 
 ・各展覧会の年齢構成について 

（委員）－各展覧会の年齢構成はどうなっているか? 
（応答）－アンケート、観覧者数の内訳で順次報告したい。 

 ・速水御舟展について 
  （委員の意見）－速水御舟展は作品を集め開催するのが非常に難しい企画である。今回の企画

を開催できるのは、館長はじめ、美術館の力である。 
（委員）－会期中に展示替えがあるが、それはなぜか。 
（応答）－借用先からの条件で、借用期間が設定されるからである。 
（委員）－会期をもっと長くすることができなかったのか。 
（応答）－日本画の展示は、5週間が限界とされているからである。（空気や光にさらされるた

め） 
７ その他 
 ・特になし 
次回の協議会は２１年３月の同時刻頃に予定。 

以 上 


